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【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   9/56     (2006.01)
   Ｆ２７Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/06     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/40     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/02     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/28     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ   9/56    １０１Ａ
   Ｆ２７Ｄ  17/00    １０４Ｇ
   Ｃ２３Ｃ   2/06    　　　　
   Ｃ２３Ｃ   2/40    　　　　
   Ｃ２３Ｃ   2/02    　　　　
   Ｃ２３Ｃ   2/28    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｔ
   Ｃ２２Ｃ  38/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月4日(2013.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼帯を上下方向に搬送する加熱帯、均熱帯及び冷却帯がこの順に配置され、前記均熱帯
と前記冷却帯の連結部は炉上部に配置され、前記加熱帯と前記均熱帯間は無隔壁であり、
炉外より雰囲気ガスを炉内に供給し、炉内ガスを加熱帯下部の鋼帯導入部から排出すると
ともに、炉内ガスの一部を吸引して炉外に設けた脱酸素装置と除湿装置を有するリファイ
ナに導入してガス中の酸素と水分を除去して露点を低下し、露点を低下したガスを炉内に
戻すように構成された縦型焼鈍炉であって、リファイナへのガス吸引口を、均熱帯と冷却
帯の連結部下部、及び、前記加熱帯下部の鋼帯導入部から鉛直方向距離が6m以下でかつ炉
長方向距離が3m以下である領域を除く加熱帯及び／または均熱帯に配置し、リファイナか
ら炉内へのガス吐出口を、均熱帯と冷却帯の連結部のパスラインより高い領域、及び、加
熱帯の上部ハースロール中心の鉛直位置-2mより高い領域に配置することを特徴とする鋼
帯の連続焼鈍炉。
【請求項２】
　加熱帯のガス吐出口の吐出幅W0は、加熱帯および均熱帯の炉幅Wに対して、W0/W＞1/4を
満足することを特徴とする請求項１に記載の鋼帯の連続焼鈍炉。
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　ここで、加熱帯のガス吐出口の吐出幅W0は、加熱帯の最も入側に配置されたガス吐出口
と、最も出側に配置されたガス吐出口の炉長方向の間隔である。
【請求項３】
　前記均熱帯と冷却帯の連結部のガス吸引口は、均熱帯と冷却帯の連結部下部のガス流路
が狭くなったところに配置することを特徴とする請求項１または２に記載の鋼帯の連続焼
鈍炉。
【請求項４】
　ガス吸引口を加熱帯及び／または均熱帯の複数箇所に配置し、当該複数箇所に配置した
ガス吸引口近傍に炉内ガスの露点を測定する露点計の露点検出部を設置したことを特徴と
する請求項１～３のいずれかに記載の鋼帯の連続焼鈍炉。
【請求項５】
　前記冷却帯は、鋼帯を搬送するパスは１パスからなることを特徴とする請求項１～４の
いずれかに記載の鋼帯の連続焼鈍炉。
【請求項６】
　焼鈍炉の下流に溶融亜鉛めっき設備を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか
に記載の鋼帯の連続焼鈍炉。
【請求項７】
　溶融亜鉛めっき設備は、さらに亜鉛めっきの合金化処理装置を備えることを特徴とする
請求項６に記載の鋼帯の連続焼鈍炉。
【請求項８】
　請求項４に記載の鋼帯の連続焼鈍炉を用いて鋼帯を連続焼鈍する際に、加熱帯及び／ま
たは均熱帯に配置した露点計で炉内ガスの露点を測定し、露点が高い箇所に配置されたガ
ス吸引口から炉内ガスを優先して吸引することを特徴とする鋼帯の連続焼鈍方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
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